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１ 研究テーマ 

１年次は、「自分の考えを表現し、深化させ

るための効果的な端末活用」を個人テーマに掲

げ、交流場面での意図的な端末活用に力を入れ

て取り組んできた。その結果、自分の考えを言

葉で表現できる生徒が増えてきた。しかし、交

流場面では、決められた班の特定の人とだけ考

えを共有したり、特定の生徒だけが全体で発表

したりと、より多様な考えに触れることや自分

から考えを全体に表現することには課題が残

った。そこで、２年次は、個人テーマを『互い

の考えを共有し、学びを深化させるための効果

的な端末活用』に設定し、特定の相手とだけの

情報共有ではなく、誰とでも瞬時に情報共有で

きるクラウドの強みを活かすことで、学びの深

まりへとつなげていきたいと考えた。考えを持

っていても、それを他者へ表現したり、他者か

ら学んだりする機会を自分から設定すること

に苦手意識を持つ生徒たちであるため、学習者

用コンピュータの活用をきっかけとして、自ら

の考えを自主的にアウトプットし、学びを深め

られる生徒に育てていきたい。 
（研究対象：３学年４０名） 

２ 研究の視点 
(1) 考えを共有するための工夫 
(2) 学びを深化させるための工夫 

 
３ 研究の方法と計画 

(1) 視点１について 
   学習課題を解決するために必要な情報

（考え）や学びの振り返りを、学習者用コ

ンピュータを用いて生徒同士で参照する

ことを“共有”と捉え、その環境として次

の３つを整えた。 
①Teams の投稿機能 
授業の導入時に、単元の第何回目の授業

なのかを示す投稿を授業者が行い、生徒は

その投稿に対して返信という形で、問題解

決のための考えを文章や写真で投稿する。 
②振り返りの共有化 
「最初の考え」や「振り返り」を入力で

きる Excel ファイルを自作し、Teams のフ

ァイルに UP しておく。 
③xSync classroom1) 
 図形や写真等を一度に表示し、比較した

り、リアルタイムで書き込ませたりする場
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＜研究の要旨＞ 
 本研究では、互いの考えを共有し、学びを深化させるための効果的な端末活用について考察した。

関数や図形の単元で、自分の考えを全体に表現したり、他者の考えから新たな学びを獲得したりで

きる環境を整えることで、学びを深化させられるのかを検証した。結果として、Teams の写真投稿

という形をとることで、生徒たちはワンアクションで情報を共有でき、それによって、思考時間や

学び合いの時間を多く設けることにつながった。そのため、情報共有をきっかけとした学び合いや

新たな気づきが生まれ、学びの深まりにつながることが明らかになった。しかし、生徒自身が学び

の深まりを自覚するためには振り返りのさせ方が関係することも分かった。 



面で活用する。巡回機能を用いることで、

生徒一人一人の学習者用コンピュータの

使用状況も把握する。 
(2) 視点２について 

    次のような姿を本研究における学びが

深まっている生徒の姿として捉え、実践と

検証を繰り返していく。 
【学びが深まっている生徒の姿の例】 

授業中の様子と振り返りの記述から見取る 

・交流による新たな気づきがある 
・自分の考えと他者の考えとの比較がある 
・交流によって以前学習したこととのつな

がりに気づいた 
・自分の考えの妥当性についての検証があ

る 
・繰り返し考えたり発言したりする中で論

理的に考えている 
・交流によって根拠を示せるようになった 
・多様な考え方から自分の最適解を見つけ

ている 
・投稿するにあたって新たな気づきがある 
・投稿するために自分の考えをより良いも

のにしている 
まず、学びを深化させるための手段とし

て次の①、②の 2 つを実践する。 
   ①「数学マップ」と「学びタイム」 
    各単元で数学マップ用の白紙を配付し、

学習したことをまとめさせる。内容のつな

がりを認知させることで、既習事項を活用

して新たな学習課題を解決したり、交流の

際の根拠として活用したりできるように

する。また、「学びタイム」という自由に

交流して考えたり、一人で学習したり、先

生に質問したり、インターネットを活用し

たりと課題解決のために自分に必要な学

び方を選択できる時間を毎授業設ける。 
   ②GeoGebra2) や e ライブラリ 3) の活用 
    １年次同様、GeoGebra を用いて図形を

直接動かすことで、視覚的な解決アプロー

チに役立てられるようにする。また、生徒

に e ライブラリで確認問題をさせたり、必

要に応じて課題解決のためのヒントを得

るツールとして活用させたりする。 
    また、これらの手段を通して実践を重ね

ることで、実際に学びが深まっているのか

を検証したり、生徒自身の学びのメタ認知

を促進したりするために次の③を行う。 
③振り返りの共有と蓄積 
視点１②にある Excel ファイルに授業ご

とに入力させることで、生徒の学びの深ま

りを見取っていく。また、本研究の検証は

この振り返りや授業での生徒の観察を基

にして行うものとする。 
 
４ 授業実践の実際 

(1) 実践１ 
  ア 実践の概要 
   (ア) 単元名 
     ３年数学「４章 関数 𝑦𝑦 = 𝑎𝑎𝑎𝑎2」 
   (イ) 単元の目標 
      関数𝑦𝑦 = 𝑎𝑎𝑎𝑎2として捉えられる２つ

の数量について、表・式・グラフを相

互に関連付けて考察し表現すること

ができる。 
(ウ) ICT の活用について 

①Teams への投稿 
 単元の導入（斜面を転がる物体）と

利用問題（図形が動く問題）の授業で

Teams へ GeoGebra のリンクを投稿

し、実際に操作させながら表・式・グ

ラフについて考察させた。また、表の

特徴を考察する場面で、気づいたこと

を投稿させた。 
②振り返りの共有と蓄積 

 Excel の各シートが授業ごとになる

ようにし、本時のシートに学習者用コ

ンピュータから入力させた。〔図１〕 
 
 
 
 
 
 

〔図１〕 



  イ 子供の学びの姿 

    単元の導入や利用問題では、Geogebra
を操作することで、理解の助けにしていた。

生徒たちは、主に学びタイムで意見交流や

個人思考を重ね、振り返り〔図１〕では、

分かったことを中心に記述している生徒

が多く見られた。具体的な生徒の学びの姿

を紹介する。 
  【生徒 A】 
    単元の導入（１時間目）では、斜面を転

がる物体を Geogebra で操作し、これまで

に学習していない関数があるのではない

かと予想した上でそれらを表・式・グラフ

で調べ次時へとつなげていた。さらに、２

時間目には、表の性質を詳しく調べ、その

特徴について自分なりの予想を持って、検

証する姿が見られた。 
 
 
 
 
 
 
 

【生徒 B】 
    直線と放物線のグラフの利用問題を扱

った授業で、グラフによってつくられた三

角形の面積を求める方法を、はじめは𝑦𝑦軸

で三角形を分けて考えていたが、交流を通

して、等積変形を利用して考えるやり方が

あることに気づいていた。それを共有され

ている振り返りシートに入力することで、

自分にはなかった新たな考え方を自覚し、

多様な考え方を認めるなかで学びを深め

ていた。振り返りは即時共有できるため、

実際に交流をしていなかった他の生徒も

新たな考えを知り、そこから実交流につな

げる姿も見られた。また、生徒 B は、新た

な気づきを自分の最適解として数学マッ

プにまとめていた。 
 
 

〔（左下）生徒 B の振り返り（下）数学マップの一部〕 

 
 
 
 
 
 
 

また、本単元の生徒の振り返りについて

次のような数値が得られた。 
〔対象生徒数×対象授業コマ数に対する各項目の割合〕 

・記入 64.5% 
⇒深まりが見取れた記述 19.5% 
⇒その他（分かったことの記述のみ）45% 

・未記入 35.5% 
 

(2) 実践２ 
  ア 実践の概要 
   (ア) 単元名 
     ３年数学「５章１節 相似な図形」 
   (イ) 単元の目標 

平面図形の相似の意味を理解し、相似

な図形の性質を具体的な場面で活用す

ることができる。 
(ウ) ICT の活用について 

①Teams への投稿 
 授業の展開場面（学びタイム）で、

ノート等に書いた自分の考えを写真

に撮って投稿させた。また、相似の位

置 や 相 似 の 利 用 の 授 業 で は 、

GeoGebra のリンクを投稿し、生徒が

自由に操作できるようにした。 
②振り返りの共有と蓄積 
 実践１の振り返りシート〔図１〕に

加えて「最初の考え」を入力できる欄

を追加し、授業の導入場面と終末場面

で記入できるようにした。また、振り

返りの欄には、問題をどのように解決

したのか記入するように説明し、シー

トにも明示した。〔図２〕 
③e ライブラリの活用 
 前単元まで紙ベースの練習問題を



配付し演習させていたが、本単元から

e ライブラリでのドリル学習を採用し

た。ドリルで学習する内容は授業者が

提示し、その難易度「基本」「標準」「挑

戦」は生徒が選択できるようにした。 

 

   〔図２〕 
  イ 子供の学びの姿 
    最初の考えを入力し、自分の考えを持っ

た上で学びタイムを実施したことで、課題

解決のための話し合いがより活発になっ

た。また、前単元では交流する相手が特定

の人だったのに対して、本単元では目的を

持って様々な人と交流する姿が見られる

ようになった。特に、相似の利用を扱った

授業では、Geogebra を操作しながら相手

に 根 拠 を 示 し た り 、 投 稿 す る 際 に

Geogebra の画面を用いたりと、他者によ

り伝わるような工夫が見られた。振り返り

については、どのように学習課題を解決し

たのか、どのようにして理解につなげたの

かという２点を視点として与えたことで、

学び方を振り返る記述が多く見られるよ

うになった。 
 
 

 
 
 
 

〔学びタイムの様子〕 
具体的な生徒の学びの姿を紹介する。 

【生徒 C】 
  人の身長と影の長さ、木の影の長さから

実測が難しい木の高さを求める授業では、

人とその影でできた直角三角形と木とそ

の影でできた直角三角形が本当に相似と

いえるのかについて、交流を通して新たな

気づきを得て、実際に証明をした上で木の

高さを求めていた。投稿するときには、自

分のノートと Geogebra の画面の２つの写

真を投稿したことで、さらに生徒 C の周り

に生徒が集まり説明をしていた。その説明

を繰り返す中で学びを確かなものにして

いた。 

 
 

〔生徒 C の投稿写真と振り返り〕 

【生徒 D】 
    生徒 C と同じ授業において、生徒 D は

Geogebra の図をノートに描き、人とその

影でできた直角三角形と木とその影でで

きた直角三角形が本当に相似といえるの

かについて「最初の考え」に予想を示した

上で他者と議論していた。交流の中で、太

陽と地球の距離を根拠にしながら、各頂点

を結ぶ線がそれぞれ平行であると結論づ

け、比例式を立てることができた。同じ疑

問を持つ仲間と意見を出し合いながら学

びを深める姿がみられた。 
 
 
 
 
 
 
【生徒 E】 

    縮図を利用して電信柱の高さを求める

授業では、生徒 E ははじめ、前時で学習し

た方法を用いて Geogebra で作った直角三

角形と相似な直角三角形（辺の長さを自分

で決めて）をノートに描くことで解決して

いた。しかし、交流を通して 1/100 の縮図

を描けば、より簡単に解決できることを知



り、最初の考えとの比較で学びを深めてい

た。 

 
また、本単元の生徒の振り返りについて

次のような数値が得られた。 
〔対象生徒数×対象授業コマ数に対する各項目の割合〕 

・記入 77.5%〔実践１ 64.5％〕 
⇒深まりが見取れた記述 25.9% 

〔実践１ 19.5％〕 
⇒その他の記述 51.6%〔実践１ 45％〕 

・未記入 22.5%〔実践１ 35.5％〕 
 

(3) 実践３ 
  ア 実践の概要 
   (ア) 単元名 
     ３年数学「６章 円」 
   (イ) 単元の目標 

円周角と中心角の関係を見いだし、図

形の性質や計量について論理的に考察

し表現することができる。 
(ウ) ICT の活用について 

①Teams への投稿 
 円周角と中心角の関係を操作によ

って直感的に理解できるように

Geogebra のリンクを投稿した。また、

これまで大型提示装置で全体にのみ

提示していた PowerPoint の授業スラ

イドを投稿し、それに返信させる形で、

情報共有を行った。 
②振り返りの共有と蓄積 
 前単元まで使用していた Excel の各

シートを授業で割り振る形から、シー

トを生徒一人一人に割り振る形へと

変更した。生徒に入力させる際には、

振り返りの選択肢を与え、STEP1「学

習内容について」と STEP2「学び方

について」の２つの項目からさらに細

分化された項目から選択させて振り

返りを書かせた。〔図３〕また、最後

のシートには全員の振り返りが一覧

で表示されるようにした。 
③xSync classroom 
 円周角の定理や円周角の定理の逆

を考える授業では、Geogebra で操作

した図形を xSync classroomで配信し、

自由に図に書き込ませながら課題解

決に向かわせた。 

 
〔図３〕 

イ 子供の学びの姿 
  まず、Excel の振り返りシートの形式を変更

したことで、記入率が格段に上がった。また、

振り返る選択肢を与えたことで、課題を解決す

るためにどのような学び方を選択して理解を

深めたのかを生徒自身も自覚し、記述できるよ

うになってきた。さらに、必要な授業スライド

を投稿したことで、大型提示装置で異なるスラ

イドを表示していても学習者用コンピュータ

でいつでも確認できるため、特に低位の生徒が

繰り返し、Teams の投稿画面を見ながら課題に

ついて考える姿が見られるようになった。 
 
 
 
 
 
 
 

具体的な生徒の学びの姿を紹介する。 
【生徒 F】 
  図形の内容が苦手な生徒であり、前単元（実

践２）ではなかなか理解につなげられずにいた。

しかし、本単元では他者との交流を積極的に行



い、振り返りにも自分の学び方や新たな気づき

の内容を記述できるようになってきた。円周角

の定理を用いて相似の証明をする場面では、他

者が分かりやすいように工夫してノートの写

真を投稿する姿があった。 
 
 
 
 
 
 
 
【生徒 G】 
  積極的に自分のノートの写真を投稿し、また、

他者の投稿から新たな気づきを得ていた。投稿

を見て自分の気になる考え方を直接聞きに行

ったことで自分の考え方を改め、より良いもの

にしていた。単元の最後の授業では、学習のつ

ながりに気づくこともできた。 
 
 
 
 
 
 
 
 

また、本単元の生徒の振り返りについて次の

ような数値が得られた。 
〔対象生徒数×対象授業コマ数に対する各項目の割合〕 

・記入 91.8%〔実践１ 64.5％〕 
⇒深まりが見取れた記述 48.8% 

〔実践１ 19.5％〕 
⇒その他の記述 43% 〔実践１ 45％〕 

・未記入 8.2%〔実践１ 35.5％〕 
 
５ 到達点と今後の課題 

(1) 視点１について 
   Teams で写真を投稿するという形をと

ったことで、ワンアクションで自分の考え

を全体に表現したり、共有したりすること

ができた。共有しやすい環境や学びタイム

といった自由度のある時間を整えたこと

で、情報の参照から実交流へとつながり、

生徒の学びの深まりにつながったと考え

られる。しかし、振り返りはあくまで生徒

個人のものであるため、振り返りをただ共

有するだけでは、学びの深まりは得られな

かった。 
   本研究では、学びの過程で Teams の投

稿を用いることで共有をすすめてきたが、

白紙（考えを生み出すところ）から共有す

ることはできなかった。今後、PowerPoint
を共有の手段とすることで、白紙からの情

報共有につながるのではないかと考える。 
 

(2) 視点２について 
    検証してみると、振り返りシートは〔図

１〕〔図２〕の形式よりも〔図３〕の形式

の方がより学びの深まりを生徒自身が自

覚できることが明らかになった。個人シー

トにした点や振り返りの選択肢を複数与

え選択させたことが成果につながったと

いえる。 
また、〔図３〕の振り返りシートに変更

したことで、全体の未記入率が 8.2%まで

下がった。これは、振り返りの選択肢を与

えたことに加えて、写真投稿による共有が

授業の中で当たり前になってきたことも

大きな要素であるとも感じる。アウトプッ

トの経験を積み重ねた成果である。実は追

加実践として「７章 三平方の定理」でも

同様の実践をしたが、「６章 円」と同様の

数値を得られた。このことからも、実践を

積み重ねたことで、生徒たちは学び方を学

び、結果として思考時間が増え、学びの深

まりにつながったと考えられる。 
さらに、これまで分からない問題がある

と、学びタイムでも「待ち」の姿勢だった

低位の生徒が、自分から Teams の投稿を

見て解決の参考にしたり、e ライブラリで

学んだり、実交流へと自分からアクション

したりといった行動の変化が見られた点

も成果といえる。数学の授業アンケートに



よると、１人で考えることが好きな生徒は

約 21%、話し合って解くのが好きな生徒は

約 79%の割合だった。１人で考えることが

好きな生徒は主に数学が得意な生徒が多

い結果だったが、数学が得意な生徒が必ず

しも深まりのある振り返りを示すとはい

えなかった。互いの考えを Teams で共有

させたり、Geogebra で操作させたりした

ことで、どちらかと言えば、中低位の生徒

の学びの深まりにつながる授業が多かっ

た。学びを深める方法として、互いの考え

を手軽に共有できるクラウド（本研究であ

れば Teams）を活用することは今後も必須

であるが、個人で学びを深める手立てとし

て学習者用コンピュータをどのように活

用したらよいのかは研究を続ける必要が

ある。 
 

(3) 研究を終えての提言  
    考えを表現することに苦手意識を持つ

生徒たちが学習者用コンピュータを用い

ることで、自ら表現できるようになる姿を

目指して１年次の研究をスタートさせた。

授業の中で意図的に ICT ツールの活用場

面を設定したが、この実践では、生徒が自

発的に学習者用コンピュータを活用し、考

えを表現できるようにはならないと１年

次の研究を終えて気づいた。なぜなら、学

習者用コンピュータの活用は意図的に仕

組んだ授業場面のみで行っていたからで

ある。生徒たちは、この状況で ICT ツール

を上手に活用していた。しかし、私が指示

しない場面での自主的な活用にはつなが

らなかった。 
そこで、２年次は、自分の考えを気軽に

表現できる環境、誰の考えでも気軽に参照

できる環境を整えることで、学びを深め、

さらには、必要な時に適切な ICT ツールを

選択して学びを継続できる生徒の姿を目

指した。結果として、汎用性の高いクラウ

ド（Teams）を活用することで、一人一人

の考え方を瞬時に共有し、多様な考えに触

れる機会を設定できた。これにより、以前

まで情報共有に時間をかけていたところ

を思考時間へと変えることができた。思考

時間を十分確保できたことで、実交流やイ

ンターネットでの検索、e ライブラリの活

用が充実し、自ら学び方を選択して学習を

進められる生徒に育ってきたといえる。特

に、数学に苦手意識を持つ低位の生徒が、

自ら Teams の投稿場面を見て学んでいた

り、振り返りに自分の考えの変容を記述し

たりしていた時には、研究の成果が表れた

と感じた。 
しかし、クラウド上での情報共有の環境

を提供するだけでは、自らの学びをメタ認

知することはできない。やはり、授業ごと

の「振り返り」が必須である。振り返りは

個人のものであるため、共有せず個人で紙

に書かせてもよいのではないかと私の中

で葛藤があった。しかし、今回の研究では、

振り返りを Teams 上で共有した上で形式

を変更しながら実践を重ねた。その結果、

振り返りの共有にもメリットがあるよう

に感じた。例えば、低位の生徒が他の生徒

の振り返りからも学べること、記入や点検

に時間や場所の制約がなくなること、授業

者が見せたい振り返りを簡単に示せるこ

となどである。振り返りを共有し、蓄積し

たことで、これまで以上に生徒たちは学び

を自覚できていたと感じる。 
    ２年間の研究を通して、ICT を「仕方な

いから使う」ではなく、「必要だから使う」

に生徒も私自身も変わった。予測困難なこ

れからの時代を生きる生徒たちが、自ら考

え、自律した学習者になるよう今後も効果

的な ICT の活用を考えていきたい。 
 
６ 引用・参考文献 
 ・『できる ICT 授業』株式会社インプレス 
 ・『GeoMathRoom』 
  https://gcskcom.wixsite.com/geomathroom 
 
 

https://gcskcom.wixsite.com/geomathroom


注 
１） xSync Classroom は、テクノホライゾン株式会社

エルモカンパニーが開発した授業支援ソフトであ

る。画面の配信や共有、課題の配付や提出等がで

きる。東根市の児童生徒全員の学習者用コンピュ

ータにインストールされている。 

２） GeoGebra は、数学教育用の無料デジタルツールで

ある。グラフや図形などの作成や操作などの機能

がある。 

３） e ライブラリは、ラインズ株式会社が開発した児

童・生徒の「主体的な学び」をサポートする学習

支援サービスである。AI型ドリルを搭載しており、

児童・生徒は習熟度に応じて自動構成された問題

を学校でも家庭でも解くことができる。東根市の

児童生徒全員の学習者用コンピュータにインスト

ールされている。 

 


